
 

１
０
月
８
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

大
分
市
社
会
保
障
推
進
協
議
会 

 
 
 
 
 

（
大
分
市
社
保
協
）
が
結
成
さ
れ
ま
し
た 

長
年
待
ち
望
ん
で
い
た
、
地
域
社
保
協
が
、

大
分
市
に
誕
生
し
ま
し
た
。
現
在
の
加
盟
団

体
は
、
き
ょ
う
さ
れ
ん
大
分
支
部
、
全
日
本

年
金
者
組
合
大
分
県
本
部
大
分
市
連
絡
協

議
会
、
大
分
民
主
商
工
会
、
大
分
生
活
と

健
康
を
守
る
会
、
大
分
県
医
療
生
活
協
同

組
合
、
介
護
保
険
を
よ
く
す
る
大
分
の
会
、

の
６
団
体
で
す
。 

２
０
２
０
年
度
の
活
動
方
針 

１ 

大
分
市
に
お
け
る
社
会
保
障
制
度
の

充
実
を
求
め
、
市
民
の
命
と
暮
ら
し

を
守
る
運
動
を
推
進
す
る 

２ 

大
分
市
に
対
し
、
社
会
保
障
等
に
関

す
る
要
望
書
を
提
出
し
、
懇
談
す
る 

３ 

国
保
、
年
金
、
生
存
権
、
障
害
福
祉
、

介
護
保
険
等
に
つ
い
て
、
学
び
合
い
の

場
を
持
ち
、
共
同
の
運
動
を
広
げ
る 

２
０
２
０
年
度
の
役
員
と
会
計
監
査
委
員 

 
 

 

４ 
子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
（
当
面
、
中
学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

卒
業
ま
で
。
将
来
は
、
高
校
卒
業
ま
で
）
を 

 
 
 
 
 
 
 
 

目
指
す
運
動
を
行
う 

５ 

ワ
ン
コ
イ
ン
バ
ス
を
復
活
さ
せ
る
運
動
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

参
加
す
る 

６ 

大
分
市
内
Ｊ
Ｒ
８
駅
無
人
化
反
対
運
動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
参
加
す
る 

７ 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
、
国
の
救
済
制
度
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
層
の
充
実
を
求
め
る 

８ 

消
費
税
を
５
％
に
戻
す
運
動
に
参
加
す
る 

結
成
に
至
る
ま
で
の
経
過 

 

大
分
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
（
省
略 

大
分
県
社
保
協
）

は
、
結
成
後
、
今
年
で
第
２
２
期
を
迎
え
ま
し
た
。
民
主

団
体
加
盟
の
下
、
社
会
保
障
制
度
の
改
善
に
取
り
組
み
、

国
や
県
に
対
し
、
要
望
や
提
言
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
「
社
会
保
障
要
求
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
は
、
県
下

１
８
市
町
村
に
対
し
、
「
国
保
、
年
金
、
生
活
保
障
、
医

療
（
子
ど
も
医
療
費
等
）
、
障
害
福
祉
、
介
護
保
険
、
介

護
・
保
育
労
働
者
、
子
育
て
支
援
」
の
要
望
書
を
提
出
し
、

国
保
・
介
護
保
険
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
各
自
治
体
と
懇

談
す
る
中
で
、
住
民
の
要
求
を
実
現
さ
せ
て
き
ま
し
た
。 

全
国
の
都
道
府
県
社
保
協
に
は
「
地
域
社
保
協
」
が
あ

り
、
地
域
要
求
に
沿
っ
た
き
め
細
か
な
運
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
昨
年
６
月
、
大
分
県
社
保
協
定
期
総
会
に
て
、

「
地
域
社
保
協
」
に
つ
い
て
事
務
局
長
よ
り
説
明
が
あ
り
、

昨
年
９
月
、
中
央
社
保
協
事
務
局
次
長
の
是
枝
一
成
氏
を

講
師
に
迎
え
、
大
分
市
議
・
別
府
市
議
、
大
分
県
社
保
協

の
加
盟
団
体
会
員
、
市
民
等
、
数
十
名
が
、
学
習
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
続
く
懇
親
会
で
は
、
地
域
社
保
協
の
結
成

を
目
指
す
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
大
分
県
社
保
協
幹
事
会
で
、
「
大
分
市
社
会

保
障
推
進
協
議
会
（
略
・ 

大
分
市
社
保
協
）
」
の
結
成

を
決
定
し
、
今
年
１
月
、
第
１
回
目
の
大
分
市
社
保
協
結

成
準
備
会
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
（
ウ
ラ
に

続
く
） 

大分市社会保障推進協議会ニュース 2020 年11月 

 



し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
出
現
で
、

国
民
は
、
今
ま
で
の
生
活
様
式
と
異
な
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
十
月
か
ら
の
消
費
税

１
０
％
増
税
、
新
型
コ
ロ
ナ
、
そ
し
て
度
重
な
る
災
害
は
、

ま
さ
に
三
重
苦
で
あ
り
、
経
済
的
・
社
会
的
打
撃
は
大
き

く
、
国
の
社
会
保
障
制
度
の
脆
弱
さ
が
こ
こ
に
露
呈
し
た

と
言
え
ま
す
。 

国
は
、
数
十
年
に
わ
た
っ
て
削
っ
て
き
た
社
会
保
障
の

穴
埋
め
と
し
て
、
姑
息
的
に
、
年
金
や
国
保
、
介
護
保
険

料
の
負
担
軽
減
措
置
を
自
治
体
に
通
達
し
ま
し
た
が
、
そ

の
制
度
は
、
半
年
経
て
も
な
お
周
知
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

大
分
市
や
社
会
福
祉
協
議
会
が
開
設
し
た
「
資
金
貸
付
」

「
住
居
提
供
」
等
の
申
請
に
、
７
月
の
１
ヶ
月
間
、
ほ
ぼ

毎
日
１
０
０
人
～
２
０
０
人
が
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
の
会

場
に
駆
け
付
け
た
と
言
い
ま
す
。 

「
貸
付
」
で
は
、
三
重
苦
に
よ
る
、
行
く
末
不
透
明
な

今
日
に
お
い
て
、
真
の
救
済
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
消
費
税

の
減
税
と
社
会
保
障
の
充
実
こ
そ
が
、
強
く
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

そ
う
い
う
状
況
の
下
、「
大
分
市
社
保
協
結
成
準
備
会
」

は
、
７
月
の
第
４
回
会
議
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
予
防
を
考
慮
し
、
加
盟
団
体
の
書
面
に
よ
る
表

決
に
て
、
１
０
月
８
日
を
大
分
市
社
保
協
結
成
日
と
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
８
月
の
第
５
回
準
備
会
で
、
事

務
局
提
案
の
「
大
分
市
社
保
協
結
成
議
案
書
」
を
検
討
し
、

９
月
２
４
日
の
第
６
回
準
備
会
に
て
、「
大
分
市
社
保
協
」

加
盟
団
体
の
結
成
議
案
書
に
対
す
る
意
見
を
集
約
し
ま
し

た
。 

 

そ
し
て
、
１
０
月
８
日
、
加
盟
団
体
に
よ
る
表
決
の
結

果
、
全
加
盟
団
体
の
賛
成
に
よ
り
、
大
分
市
社
保
協
の
結

成
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

結
成
式 

（
一
面
に
写
真
あ
り
） 

コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
結
成
総
会
を
開
か
ず
に
、
役
員
の
み

で
結
成
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。 

結
成
式
に
て
、
新
役
員
か
ら
、
次
の
発
言
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
各
国
が
消
費
税
を
下
げ
て

い
る
中
、
日
本
も
消
費
税
を
下
げ
、
国
民
の
経
済
・
生
活

を
守
る
べ
き
だ
。
」
そ
し
て
、
高
す
ぎ
る
国
保
料
と
滞
納

の
問
題
。
大
分
市
の
介
護
保
険
料
独
自
減
免
制
度
の
減
免

条
件
の
問
題
。
Ｊ
Ｒ
大
分
市
内
８
駅
無
人
化
反
対
闘
争
の

経
過
報
告
と
学
習
会
の
提
案
。
高
校
卒
業
ま
で
医
療
費
無

料
の
自
治
体
が
あ
る
中
、
大
分
市
は
、
ご
く
一
部
の
中
学

生
が
通
院
無
料
と
な
っ
た
。
子
ど
も
医
療
費
の
格
差
を
な

く
す
運
動
に
つ
い
て
。
全
国
の
年
金
裁
判
で
不
当
な
判
決

が
下
さ
れ
る
中
、
大
分
地
裁
に
お
い
て
原
告
６
人
の
証
人

尋
問
が
行
わ
れ
た
事
に
つ
い
て
の
報
告
。
生
存
権
裁
判
の

経
過
報
告
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
取
り
組
み
の
発
言
が
あ

り
、
各
団
体
が
、
市
政
と
国
政
の
大
き
な
運
動
の
山
場
に

さ
し
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
し

た
。
市
民
の
命
と
生
活
を
守
る
た
め
に
、
各
々
の
団
体
が

こ
こ
に
集
結
し
、
一
つ
の
大
き
な
力
に
な
れ
ば
、
大
分
市

政
ひ
い
て
は
国
政
を
も
動
か
す
事
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
、
そ
う
感
じ
た
結
成
式
で
あ
り
ま
し
た
。
今
後
共
、
大

分
市
社
保
協
へ
の
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
を
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

２
０
２
０
年
度
の
役
員
紹
介 

会
長 

阿
部 

哲
三 

 

き
ょ
う
さ
れ
ん
大
分
支
部 

幹
事 

岡
本 

輝
充 

年
金
者
組
合
大
分
市
連
絡
協
議
会 

幹
事 

古
本 

守
一 

大
分
民
主
商
工
会 

幹
事 

加
藤
寛
二
郎 

大
分
市
生
活
と
健
康
を
守
る
会 

顧
問 

川
野 

桂
吾 

大
分
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会 

会
計
監
査
委
員 

岩
崎
静
子 

年
金
者
組
合
大
分
西
支
部 

事
務
局
次
長
・
会
計 

 

松
本
茂
子 

大
分
県
医
療
生
協 

事
務
局
長
新
角
千
恵
子 

介
護
保
険
を
よ
く
す
る
大
分
の
会 

＊
大
分
市
社
保
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
左
記
へ

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

大
分
市
社
保
協
事
務
局
長 

新
角 

 

０
９
０-

２
５
０
６-

２
７
１
３(

シ
ン
カ
ク) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


